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学
生
と
語
り
合
い
下
水
道
P
R

れ
れ
い
訂
日
大
理
工
学
部
で
出
前
講
座

下
水
道
広
報
プ
ラッ
ト

ホ
ー
ム
のG
K
P
未
来
会
は

←こ
の
ほ
ど
、
日
本
大
学
理
工

{学
部
で
出
前
講
座
を
聞
き
、

一土
木
工
学
科
の
環
境
系
研
究

一室
に
所
属
す
る3
年
生
日
人

一が
参
加
し
た。
学
生
と
の
交

一流
を
通
し
、
就
職
先
の
1

つ

一に
下
水
道
業
界
や
義
J
え
て
も

一ら
う
こ
と
が
狙
い
。

下
水
道

の
役
割
や
仕
事
を
紹
介
し
た

一
ん
は
日
日
、
一高
下
員
二
・
社
長
が
代
表

川
内
藤
敬
太
・
一権
の
あ
る
会
長
に
就
く
人
事

一
昇
格
し
、一を
発
表
し
た
。
同
日
、
都
内

で
会
見
を
聞
き
、
社

長
交
代
の
理
由
一
宏
可

後
の
方
針
珍
説
明
し

た
。
業
容
倍
増
を
目

指
し
、
現
在
策
定
中

の
長
期
ビジ
ョ

ン
の

最
終
年
度
ル
迂
る
2

0
3
0

年
度
に2
兆

円
の
売
上
歩
目
指
す

方
針
を
明
ら
か
に
し

た
。次

期
社
長
の
加
藤

」ん
の
周
り
に
は
先
輩
、
同
僚
、
後

肌
ち
ゃ
ん
、
俊
三
さ
ん
」
と
集
ま
っ

「水
道
一一
家
」
を
大
切
に
す
る
人

昭
和
か
ら
平
成
の
激
動
の
時
代
に

ψる
っ
て
い
た
が
、
意
外
に
シ
ャ
イ

の
り
「
会
員
の
皆
さ
ん
が
主
役
で

別
配
り
し
て
そ
の
場
を
和
ま
什
で
い

\
内
輸
の
飲
み
会
に
な
る
と
「
俺
は

vら
い
ろ
い
ろ
貴
重
志
こ
と
が
教
え

そ
こ
か
ら
得
た
も
の
は
大
き
い
、

重
に
も
助
け
ら
れ
た
な
あ
1

」
と

ム
茎
ち
水
道
の
歴
史
が
草
加
わ
継
が

」
を
望
ん
で
い
た
。
二
次
会
の
カ
ラ

品
、
耳
元
に
ハ
ン
カ
チ
を
あ
て
「
傷

業界内の各業種の関係を踏ま
え学生と意見交換

ほ
か
、
学
生
が
就
職
に
対
す

る
意
識
を
発
表
し
た
。
ま

た
、
未
来
会
と
学
生
でグ

ル
ー
プ
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
た
。

冒
頭
、
あ
い
さ
っ
し
た
同

学
部
の
粛
藤
利
晃
・
教
授
は

「
社
会
貢
献
に
対
す
る
意
識

が
高
い
学
生
が
多
く
、
下
水

道
の
業
務
と
も
マッチ
す
る

の
ポ
ほ
下
期
待
を
込
め
た

。

学
生
か
ら
の
発
表
で
は
、

太
田
浩二
さ
ん
が
希
望
の
職

種
、
頼
重一輝
さ
ん
が
就
職

先
選
び
の
基
準
、
安
藤
航
洋

さ
ん
が
就
職
先
と
し
て
の
下

水
道
の
イ
メ
ー

ジ
に
つ
い

て
、
事
前
に
研
究
室
で
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
紹

介
し
た
ほ
か
、
自
身
の
考
え

を
発
表
し
た
。

専
務
は
「
積
水
化
学
は
こ
の

5
年
間
、M
&
A
を
含
む
戦

略
投
資
と
構
造
改
革
に
よ
る

収
益
力
強
化
、E
S
G
経
営

の
本
格
導
入
に
よ
り
新
た
な

成
長
へシ
フ
ト
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

現
在
、2
0
3
0

年
度
の
業
容
倍
増
を
目
指
す

長
期
ビジ
ョ

ン
と
そ
の
第
一

歩
と
な
る
新
中
期
経
営
計
画

の
策
定
中
だ
が
、
そ
の
実
現

に
向
けE
S
G
経
営
を
警c

上
げ
る
こ
と
が
私
の
使
命

だ
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

具
体
的
な
抱
負
と
し
て

は
、
成
長
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
活
力
あ

ふ
れ
る
会
社
の3
点
堂
アl

マ
に
掲
げ
た
。
成
長
を
迎
坦

さ
付
与
た
め
、
さ
ら
な
る
構

造
改
革
に
よ
る
収
益
力
の
強

化
、
将
来
の
成
長
に
必
要
な

戦
略
投
資
を
行
う
ほ
か
、
社

民|企
E 

~ I業
生三 |人
月ア

占 2 1事
付グ

【
機
構
改
革
】

マ
環
境
本
部直
下
に
Q
S

E

部
を
新
設
し
、
各
事
業
部
が

筒
ず
る
口
抑
留
ベ
来
証
・
資
金
策

太
田
さ
ん
は
、
安
定
性
と

地
域貢
献
性の
高
さ
から
公

務
員
、
専
門
知
識
を生か
せ

る
の
で
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

学
生
の
闘
で
人
気
だ
と
説

明
。
「講
義
を
受
け
て
い
く

中
で
、
上
下
水
道
に
関
わ
る

仕
事
に
就き
た
い
と
考
える

よ
〉2
Lな
っ
た
。

幅
広
い
事

柄
と
並行
し
て
1

つ
の
物
事

に
精
通
し
た
人
聞
を
目
指
し

て
い
る
の
で
、
水
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
仕
事
に
惹
か
れ

た
」
と
語っ
た
。

頼
重
さ
ん
は
、
研
究
室
内

で
の
就
職
先
選
ぴ
の
傾
向

は
、
生
活
面
よ
り
も
仕
事
面

影
重
視
し
て
い
る
割
合
が
高

く
、
そ
の
中
で
も
、
企
業
の

実
績
・
業
務
内
容
、
職
場
環

境
や
地
域貢
献
に
軸
足
を
置

い
て
い
る
人
が
多
い
と
紹

介
。「個
人
的
に
は
、
営
業

利
益
や
過
去
の
実
績
を
最
優

先
し
て
企
業
を
選
び
た
い
。 収

入
が
多
い
方
が
安
定
し
た

生
活
場
選
る
こ
と
が
で
き
、

家
庭
歩
持っ
た
時
も安
心
」

と
述
べ
た
。

安
藤さ
ん
は
、
下
水
道業

界
に
つ
い
て
、
人
々
を支
え

る
や
り
が
い
の
あ
る
佐事、

将
来
性
や
需
要
が
あ
る
と
い

う
プ
ラ
スの
イ
メ
ー

ジ
が
学

生
か
ら
一寄
せ
ら
れ
た一
方、

他
業
界
に
比
べ
て
人
気
と
認

知
度
が
低
い
、
少
し
汚
い
印

象
が
あ
る
な
ど
、
マ
イ
ナス

な
意
見
も
出
た
と
説
明
。

「
多

く
の
下
水
道
施
設
が
更
新
時

期
を
迎
え
て
い
る
ほ
か
、
汚

泥
の
資
源
化
な
ど
の
日
本
の

高
い
技
術
力
は
世
界
で
注
目

さ
れ
て
い
る。
下
水
道
業
界

に
お
い
て
、
若
い
我
々
が

担
っ
て
い
く
役
割
は
、
ま
す

ま
す
重
要
に
なっ
て
い
く
の

で
は
」
と
話
し
た。

続
い
て
、
グ
ル
ープ
コ

ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
移

会
課
題
を
解
決
す
る
事
業
や一加
藤
専
務
の
こ
れ
ま
で
の
業

製
品
をイ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を一績
・
人
柄
に
つ
い
て
、
技
術

通
じ
て
創
出
し
て
い
く
。

さ

一開
発
に
精
通
し
、グロ
l

パ

ら
に
、
従
業
員
の
士
気
を
高

一ル
に
事
業
を
展
開
で
き
る

め
て
い
く
た
め
、
デジタ
ル

一リ
ー
ダ
ー
だ
と
評
し
た
。

ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
l

メ
l

シ
ョ

一

O

ン
や
現
場
の
自
動
化
、
多
様
一
(か
と
う
・
け
い
た
)
昭
和

な
人
材
の
活
躍
を
引
き
出
す一回
年
3
月
京
都
大
学工
学
部

働
き
方
改
革
な
ど
、
生
産
性一卒
。同
年4
月
に
積
水
化学

の
向
上
や
ガパ
ナ
ン
ス
の
高一工
業
に
入
社
。
執
行
役
員
高

度
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
と一機
能
プラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ン
パ

し
た
。

一ニ
!
中
間
膜
事
業
部
長
、
同

高
下
社
長
は
社
長
交
代一カ
ン
パ
ニ
ー
新
事
業
推
進
部

に
つ
い
て
「2
0
2
0

年
は
一
長、
同
カ
ンパ
ニ
ー
開
発
研

業
容
倍
増
に
向
け
た
長
期
ピ

一究
所
長
、
取
締
役
専
務
勢
作

ジ
ョ
ン
と
新
中
期
経
営
計
画一役
員
機
能
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ

が
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る一ン
パ
ニl
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
な

な
ど
、
当
社
に
とっ
て
節
目

一ど
を
経
て
、
今
年
1

月
か
ら

の
年。

新
し
い
時
代
のス

一代
表
取
締
役
専
務
執
行
役
員

タ
l

ト
に
あ
た
り
積
水
化
学一E
S
G
経
営
推
進
部
担
当
、

グ
ル
ー
プ
を
新
し
い
人
に
引一経
営
戦
略
部
長
。

昭
和
お
年

き
継
い
で
も
ら
い
た
い
と
考

一1
月
日
日
生
ま
れ
の
位
歳
。

え
た
」と
説
明
し
た
。
ま
た
、
大
阪
府
出
身

。

部
長
(常
務
執
行
役
員
環
境

本
部
ア
ク
ア
事業
部
お
よ
び

p
p
p

事
業
部
担
当
)
福
田

一美
マ
常
務
執
行
役
員
環
境

本
部
エ
ン
ジ
ニ
ア
リン
グ
セ

ン
タ
ー
、
開
発
セン
タ
ー
環

境
プ
ラ
ン
ト
事
業
部
お
よ
び

コ
匡
是
認
目
立
コ
ミ
同
信
方

設
マ
環
境
事
業
本
部
にI
C

T

を
活
用
し
た
製
品
の
導入
・

運
用
や
A
I
T
E
C

で
の
遠

隅
監
視
を
行
う
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
部
を
新
設

【
人事
異
動
】

マ
常
務
取
締
役
環
境事
業

K

定
安
芸
品
司
祭
圭
'r
hお
日

正
コ
ミ
同

り
、
国
土
技
術
政
策
総
合
研

究
所
、
日
本
下
水
道
事
業
団
、

前
津
工
業
、
極
東技
工
コ
ン

サ
ル
タン
ト
、
N
J
S

、

メ

タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
東
亜グ一
フ

ウ
ト
工
業
に
所
属
す
る若手

が
、
業
界
内
に
お
け
る
各
業

種
の
関
係
が
踏
ま一
え、
下
水戸

道
の
仕
事
に
ついて
学
生
と輯

語
り
合
っ
た
。

骨

講
座
終
了
後
、学
生か
ら
留

は
「
様
々
な
業
種
が
関
わ
る
時

下
水
道
は
、
ど
ん
な
業
種
で
同

も
社
会
貢
献
でき
る
と
わ
酎

か
っ
た
の
で
、
就
職
先
の
選
珂

択
肢
が
広
がっ
た
」、
「志
望
時

先
の
コ
ン
サ
ル
タン
ト
以
外
相

の
人
と
関
わ
る
機
会
が
無国

か
っ
た
の
で
、
こpp
レ
た
場担

で
他
業
種
の
方
か
ら話が
蘭
討

け
る
の
は
大
変
あ
り
が
た
白

い
」
、
「
公
務
員
の
業
務
は
、

同

住
民
説
明
が
メ
イン
だ
と
卓

思
っ
て
い
た
が
、
企
業
と
協一

力
し
て
技
術
的
な
こ
と
も
考
悶

え
て
い
く

こ
と
が
わ
か
り
、同

思
っ
て
も
い
な
かっ
た
魅
力
占

を
知
る
こ
と
が
で
き
た」な
H

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た

。

4

未
来
会
メ
ン
バ
ー
の
前
津
司

工
業
の
笹
尾
圭
子
・官需
推
→

進
部
担当
課
長
は
「学
生
か
戸

ら
の
発
表
は
、
今
後
の
未
来
L

会
の
活
動
に
役
立
つ
内容
一

だ
っ
た
の
で
は。
『下
水
道
よ

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
一

な
イ
ン
フ
ラ
だ
と
感
じ
た
』

日

と
の
学
生
の
感
想
で
、
こ
の

一

活
動
の
大
切
さ
を
改
め
て
実

一

感
し
た
」
、
極
東
技工
コ
ン
4

サ
ル
タ
ン
ト
の
沼
田
寛
己
・

一

東
日
本
技
術
本
部
総
括
課
長
一

は
「
自
身
の
将
来
を
見
据一

ぇ
、
就
職
に
関
し
て
し
っ
か

~

り
と
分
析
し
て
お
り
感
心
し

一

た
。

下
水
道
業
界
で
停と

一

と
の
楽1託
、
や
り
が
いを

伝
え
ら
れ
た
の
で
は」と
振

り
返
っ
た
。

ユ
ニ
ッ
ト

ソ
リ
ュ
l

シ
ョ
ン

工
務
部
環
境
工
務
グ
ル
ー
プ

長
)
赤
間
龍
二
マ
岡
本
部
ソ

リ

ュ
l

シ
ョ

ン
ビ
ジ
ネ
ス
ユ

ニ
ッ
ト
水
処
理
西
日
本
技
術

部
長
(
岡
本
部ソリ
ュ
l

シ
ョ

ン
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
)鈴

ヤ
h
事
幸
一

護憲
\下水道管の毘管清掃作業回数を大幅に低減!! /

電磁場水処理装置アクアパルス
油汚れやスケールの12管付着抑制に効果を発郷する水処理装置。

備えておきたい災害対策
~災害に強い街づくりを市民とともに~


